
日本天文学会2013年秋季年会

V236a 地球型惑星検出のためのすばる赤外線ドップラー分光器 IRDの開発: 6
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近年のKeplerなどの観測により、多数の地球質量の惑星が発見されつつある。よって、系外惑星研究の次の目
標の 1つは、Keplerでは難しい近傍の恒星まわりの地球型惑星検出だと考える。我々は、すばる望遠鏡によるドッ
プラー法での近傍M型星まわりの地球型惑星探査を目指し、M型星の放射がピークとなる近赤外線での視線速度
観測装置 Infrared Doppler (IRD)の開発を進めている。本講演では、プロジェクト全体の進捗と、高度の波長安
定性を追求した近赤外高分散分光器の開発を紹介する。サイエンス側での検討の結果、波長範囲を 0.97-1.75um
へと短波長側にシフトさせることが決まり、それに応じた光学設計の最適化が進んだ。波長校正のための周波数
コムの波長域をより短波長側に拡大することに成功し、他の校正手法と組み合わせることで、全波長域をカバー
する目処が立った。さらに極限の温度安定性を実現するための超低熱膨張セラミックス素材を用いた光学系開発、
ファイバー性能評価実験の進捗、サイエンス検討のまとめ、分光器安定性確認実験についても報告する。


